
10

20

30

40

50

JP WO2022/190974 A5 2025.1.23(1)

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ４ 区 分
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【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 1 9 0 9 7 4
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 0 5 3 3 2 ( P 2 0 2 3 - 5 0 5 3 3 2 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｂ ４ ３ Ｋ 2 9 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｂ ４ ３ Ｋ 2 9 / 0 2 　 　 　 Ｆ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 1 月 1 5 日 ( 2 0 2 5 . 1 . 1 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 （ ９ ） の 熱 変 色 性 筆 記 具 で は 、 上 記 （ ６ ） の 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト の 内 部 空 間 に 形 成 さ れ  
た 隙 間 を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 上 記 （ ６ ） の 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト の 保 持 部  
の 内 部 空 間 に は 、 空 気 通 路 の 一 部 を 構 成 す る 隙 間 が 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト  
の 空 気 流 路 は 、 熱 変 色 性 筆 記 具 か ら 取 り 外 さ れ た 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト を 、 子 供 が 誤 っ て 呑 み 込  
ん だ 場 合 に 機 能 を 発 揮 す る 。 一 方 、 熱 変 色 性 筆 記 具 に 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ た 状 態 に  
お い て 、 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト の 空 気 流 路 は 、 何 ら 機 能 を 発 揮 し な い 。 そ こ で 、 上 記 （ ９ ） の 熱  
変 色 性 筆 記 具 で は 、 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト の 空 気 流 路 の 一 部 を 構 成 す る 隙 間 に 、 熱 変 色 性 筆 記 具  
の 第 １ 結 合 部 が 収 容 さ れ る 構 成 と し 、 こ の 隙 間 を 有 効 に 活 用 し て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 の 熱 変 色 性 筆 記 具 １ は 、 例 え ば 、 出 没 式 熱 変 色 性  
筆 記 具 で あ り 、 軸 筒 ２ の 内 部 に は 、 図 示 し な い レ フ ィ ル が 上 下 方 向 に 移 動 可 能 に 収 容 さ れ  
る 。 レ フ ィ ル の 内 部 に は 、 熱 変 色 性 イ ン キ が 収 容 さ れ る 。 レ フ ィ ル の 先 端 に は 、 熱 変 色 性  
イ ン キ を 吐 出 す る こ と が 可 能 な ペ ン 先 が 設 け ら れ る 。 熱 変 色 性 筆 記 具 １ は 、 ペ ン 先 の 出 没  
機 構 を 備 え る 。 ク リ ッ プ ２ ｄ を 下 方 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 、 軸 筒 ２ の 下 端 か ら ペ ン  
先 が 突 出 さ れ 、 又 は 軸 筒 ２ の 内 部 に ペ ン 先 が 没 入 さ れ る 。 図 １ は 、 軸 筒 ２ の 内 部 に ペ ン 先  
が 没 入 さ れ た 状 態 を 示 す 。 こ の ペ ン 先 の 没 入 状 態 に お い て 、 ク リ ッ プ ２ ｄ を 下 方 に ス ラ イ  
ド さ せ る こ と に よ り 、 軸 筒 ２ の 下 端 か ら ペ ン 先 が 突 出 さ れ た 状 態 に な る 。 こ の ペ ン 先 の 突  
出 状 態 に お い て 、 ク リ ッ プ ２ ｄ を 下 方 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ り 、 軸 筒 ２ の 内 部 に ペ ン  
先 が 没 入 し た 状 態 に な る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ５ 】
・ 作 用 効 果
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　 上 述 し た 第 ３ 実 施 形 態 の 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト ３ で は 、 通 気 孔 ４ ４ と 、 内 部 空 間 ４ １ と 、 内 部  
空 間 ４ １ の 下 方 の 開 口 と に よ っ て 、 保 持 部 ４ の 内 外 に 通 じ る 空 気 流 路 が 形 成 さ れ る 。 こ の  
空 気 流 路 に よ り 、 子 供 が 誤 っ て 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト ３ を 呑 み 込 ん だ 場 合 で も 、 子 供 が 呼 吸 す る  
た め の 気 道 を 確 保 す る こ と が で き る 。 特 に 、 内 部 空 間 ４ １ 及 び 下 方 の 開 口 を 空 気 流 路 に 利  
用 す る こ と で 、 十 分 な 空 気 の 流 通 が 可 能 と な る 。 こ の よ う な 空 気 流 路 は 、 保 持 部 ４ の 側 壁  
の 外 面 か ら 内 側 に 形 成 さ れ る の で 、 保 持 部 ４ の デ ザ イ ン の 自 由 度 を 制 限 し な い 。 し た が っ  
て 、 第 ３ 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 摩 擦 体 ユ ニ ッ ト ３ 及 び 熱 変 色 性 筆 記 具 １ の デ ザ イ ン の  
自 由 度 が 向 上 す る 。
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